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第４ 近年急速に進行している海岸侵食 

近年、全国各地で海岸侵食が生じ、かけがえのない国土が失われてい

る。 
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※国土交通省河川局調査（１９９３年）による 
１９７８年の国土地理院発行の地形図と１９９１年の国土地理院

整備の海岸情報数値データを比較し、年毎の侵食速度を算出 

⇒ 砂浜の消失は越波の増大、海水の浸入を招く。

①砂浜があると、岸での波を弱める

②海岸侵食により、砂浜が少なくなると越波が増大

③さらに侵食が進み、砂浜がなくなると海水が浸入

④浸入した海水により、破堤につながる

○砂礫海岸における侵食速度の変化

○砂浜は、沖で波を砕き、岸での波を弱める。

対策が急がれる侵食海岸 

桃桃崎崎浜浜海海岸岸（（新新潟潟県県胎胎内内市市）） 桃桃崎崎浜浜海海岸岸（（新新潟潟県県胎胎内内市市）） 

進行する海岸侵食 

（H4.7） （H19.8）

約１０ｍ消失 

新新潟潟海海岸岸（（新新潟潟県県新新潟潟市市））  


